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１．基本方針

２．重点活動

（１）環境法令を遵守した活動を実行します。

（２）環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の運用を図り、

　　　全社員が継続的に運用･改善することにより環境保全に努めます。

（３）環境教育、社内環境活動等により全社員の環境保全に対する意識

　　　の向上を図ります。

（４）事業活動が環境に与える下記の項目について環境保全活動を

　　　推進します。

　　　１）水･電気･LPG の使用量を低減します。

　　　２）廃棄物の分別を徹底し、再資源化を推進するとともに排出量

　　　　　を削減します。

　　　３）センター内外の清掃･美化活動を実施します。

―この環境方針は、全従業員に周知するとともに社外に公表します―

１．環境経営方針
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 燃料利用、建材への加工、施肥化等、今まで様々な利用を行ってき
た中、現在、小桝屋はオガ粉の畜産等への利用・食品汚泥の堆肥化・
有機質廃液の処理プラント・造成現場で発生した 木質廃材の堆肥化
等の利用など、それぞれの分野において『ゼロ・エミッション』をめ
ざした 事業に取り組んでおります。

　小桝屋は、創業100年あまりの歴史の中で、木質廃棄物の利用をつ
ねに考えてきました。

　さらに、製造した堆肥の適切な利用方法を確立し、高品質な 農産
物生産の普及にも力を注ぎ、農業分野において実績をあげ、評価して
いただいております。
　これからも小桝屋は『ゼロ・エミッション』を目標に、循環型社会
へ貢献できるエコカンパニーを 目指します。

2021年8月1日

株式会社小桝屋

代表取締役社長　小島　将揮



1．　事業所及び代表者名

株式会社小桝屋

代表取締役社長　小島　将揮

2．所在地　（対象事業所）

本社　　：　〒454-0011　愛知県名古屋市中川区山王4-7-21

弥富工場：　〒498-0066　愛知県弥富市楠1-32-2

木場エコステーション：　〒490-1444　愛知県海部郡飛島村木場2-85

下山工場：　〒444-3211　愛知県豊田市和合町田螺池234-2

飛島工場/分析室：　〒490-1444　愛知県海部郡飛島村木場2-82

飛島FRセンター：　〒490-1444　愛知県海部郡飛島村木場2-80

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　小島　将揮

環境管理責任者　：　代表取締役社長　小島　将揮

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局     　小島　みなみ

TEL　：　052-322-5131　／　FAX　：　052-331-1704

4．事業の内容

産業廃棄物中間処理、産業廃棄物の再生、有機肥料・培土・飼料の製造販売・分析業務

LED照明事業（代理店）

5．許可の内容等

　①　事業の概要

事業の区分：中間処分（脱水・混合．発酵．破砕、乾燥）

　　　　　　産業廃棄物収集運搬（愛知県・岐阜県）

中間処分の事業範囲：

①　脱水・混合：汚泥、木くず

②　発酵：汚泥、廃酸、廃アルカリ、木くず、動植物性残さ、廃油

③　破砕：動植物性残さ

④　乾燥：動植物性残さ
　　　　　　　　

産業廃棄物収集運搬の事業範囲：

①愛知県：汚泥・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・木くず・

動植物性残さ・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・

家畜ふん尿・ダスト類

②　岐阜県：汚泥・木くず・廃酸・廃アルカリ・動植物性残さ
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２．組織の概要



　②　産廃許可番号

　　＜愛知県産業廃棄物処分業許可証＞

許可番号：第02320035900号　

許可の年月日：令和5年1月19日

許可の有効年月日：令和8年8月11日

　　＜愛知県産業廃棄物収集運搬業許可証＞

許可番号：第02300035900号

許可の年月日：令和3年8月16日

許可の有効年月日：令和8年8月11日

　　＜岐阜県産業廃棄物収集運搬業許可証＞

許可番号：02100035900号

許可の年月日：令和3年7月21日

許可の有効年月日：令和8年6月1日
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6．施設等の状況

運搬車両の種類と台数：大型ダンプ×３台、普通ダンプ×２台

＜処理能力：日量＞

①　弥富工場：食品廃棄物堆肥化（図2）　

　　　発酵Ⅰ：25.4㎥　発酵Ⅱ：82㎥　発酵Ⅲ：86.2㎥

②　木場エコステーション：食品汚泥（図１）　脱水・混合：39.7㎥

③　飛島工場：食品廃棄物堆肥化（図２）　発酵：17.4㎥ 、22.0㎥ 　

乾燥：4.138㌧（図4）

④　飛島FRセンター：食品廃棄物発酵飼料化（図3）　

     発酵：20㎥、20㎥　破砕：40.32㌧

＜生産能力＞

①　下山工場：堆肥製造（図2）　堆肥製造能力：150㎥

＊詳細処理方法は別紙

有機汚泥脱水処理プラントの概要フロー図（図１）

発酵処理フロー図（図2）

飼料化フロー図（図3）

乾燥処理フロー図（図4）

7．事業規模

法人設立日：昭和50年12月1日

資本金：1000万円

売上高：87,098万円（2023年度実績）

（※事業年度：5月～4月）

単位

t

t

人

ｍ
2
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従業員

床面積 33,739

収集運搬量

33,739 33,739

23

0

23

２０２３年

27,066

0

23

0

24,213

活動規模

処理量

２０２２年２０２１年

27,147



エコアクション２１　推進組織図

営業 分析室

総務・経理

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ エコアクション21における文書・記録の管理

・ エコアクション21の審査における対応

・ 環境活動計画の進捗管理

・ 各サイトにおける環境活動の監視及び助言

・ 法規制の情報入手及び社内展開

・ 各サイトにおける環境活動の実施及び管理

・ 各サイトにおける環境活動への改善及び環境委員会への報告

・ 

・ 

各員

各サイト責任者

エコアクション21におけるルールに従って実際の運用を行う責任を有し、以下の役割を持つ。

決められた手順に従って活動を行う。

運用に関する改善の提案を行う。

職制

社長

環境管理責任者

エコアクション21における環境委員会の開催における実行責任を持ち、以下の役割を持つ。

エコアクション21における各サイトの活動に対する実行責任を持ち、以下の役割を持つ。

エコアクション21の実施と管理に必要な資源を提供する。

エコアクション21における活動の適切性、妥当性、有効性を見直す。

飛島ＦＲ
センター

（産廃施設）

環境委員会

環境管理責任者を補佐し、エコアクション21の構築・維持・改善の実行責任をもち、以下の役割を持つ。

事務局

エコアクション21の構築・運用・改善を統括する責任を有し、以下の役割を持つ。

事務局を管理し、エコアクション21の効果的な運用を管理する。

エコアクション21の活動状況（有効性）について、社長に報告する。

会社全体に、環境活動に対する認識を高めることを確実にする。

本社
下山工場

（堆肥工場）
弥富工場

（産廃施設）

木場
エコステーション
（産廃施設）

飛島工場
（産廃施設）

【最高責任者】
代表取締役

【環境管理責任者】 【事務局】
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【環境委員会】

責任／役割

エコアクション21における活動に対して最終的な責任を有し、以下の役割を持つ。

環境方針を策定する。



当社に於ける2022年度(2022年5月～2023年4月)の環境負荷実績を基準とし、

これを2023年度の活動の新たな目標として設定した。

また、2022年度（2022年5月～2023年4月）の環境負荷実績を基準とし、新たに3年後の目標を設定した。

1．主要な環境目標と管理項目

2023年度
23年5月～24年4月

＊二酸化炭素排出量を把握する際に用いた購入電力の排出係数は、中部電力ミライズ0.38kg-CO2/kWhです。

環境経営計画

2022年度に対して5％
減

3995㍑／100万円

2022年度に対して5％
減

940kg-CO2/100万円

水資源投入量の削減
（上水使用量）

3年後の目標

2022年度
22年5月～23年4月

項目

⑤社用車の整備によるガソリン使用量の適
正化

⑥電力、ガソリン量の集計

②照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦの推進

①廃棄物の削減

廃棄物の削減
 91㎏／100万円

（81t）

2022年度に対して5％
減

86㎏／100万円

①空調温度適正化

⑦原因分析と削減方法の検討

③エアコン電気量の適正化

④エコドライブ推進

№

3
2022年度に対して2％減

4121㍑／100万円

2022年度に対して2％減
89㎏／100万円

二酸化炭素排出量の削
減

 4206㍑／100万円
（3735㎥）

2

1

2025年度
25年5月～26年4月

環境目的

４．環境経営目標と管理項目

今年の目標

2022年度に対して2％減
969kg-CO2/100万円

基準（実績）

989㎏-CO2／100万円
（879030kg-CO2）

5
産業廃棄物処理の

適正化
ー

現状把握とルールの徹
底

現状把握とルールの徹底

4
現状把握とルールの徹底

毒物・劇物の適正管理 ー
現状把握とルールの徹

底

①排出事業者との事前打ち合わせの徹底

②盗難防止

①漏水防止

②日常的な節水

③加水作業の縮減

④トイレの節水

⑤原因分析と削減方法の検討

①毒物・劇物の識別
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③排出事業者への廃棄物分別の協力依頼

③在庫量の把握

④適切な使用及び廃棄

⑤SDS管理

⑥適切な管理について検討

②政府のリサイクル方針に沿った活動の推
進

②廃棄物置場の整備

③原因分析と削減方法の検討



※2023年度（2023年5月～2024年4月）の1年間の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減 【今年度の評価】
　『目標』 　2022年を基準とし活動を進めた1年目にあたる。
　2022年度に対し5％削減（※1年目：2％　2年目：4％　3年目：5％）
　2022年度：989㎏-CO2／100万円（879030kg-CO2）
  2023年度：目標：969kg-CO2/100万円

：実績：1024kg-CO2/100万円 【次年度の取組内容】
　目標の達成状況：未達成

2．廃棄物排出量の削減（※産業廃棄物のみ　一般ごみは除く） 【今年度の評価】
　『目標』 　2022年を基準とし活動を進めた1年目にあたる。

  2022年度に対して5％減 （※1年目：2％　2年目：4％　3年目：5％）

　2022年度： 91㎏／100万円

  2023年度：目標：89㎏／100万円

：実績：35㎏／100万円
【次年度の取組内容】

　目標の達成状況：達成

3．水資源投入量の削減 【今年度の評価】
　『目標』 　2022年を基準とし活動を進めた1年目にあたる。
　2022年度に対して5％減（※1年目：2％　2年目：4％　3年目：5％）

　2022年度：4206㍑／100万円
  2023年度：目標：4121㍑／100万円

：実績：6418㍑／100万円 【次年度の取組内容】

　目標の達成状況：未達成

4．毒物・劇物の適正管理 【今年度の評価】
　『目標』 　毒物・劇物の適正管理に関する意識やルールが定着し
　現状把握とルールの徹底 　問題も発生していない。

　目標の達成状況：　○ 【次年度の取組内容】
　引き続き在庫量の把握と適正な管理を徹底する。

5．産業廃棄物処理の適正化 【今年度の評価】
　『目標』 　産廃の適正管理に関する意識やルールが定着し問題も
　現状把握とルールの徹底 　発生していない。

　目標の達成状況：　○ 【次年度の取組内容】
　引き続き啓発活動及び適正処置を継続する。

経営計画・達成状況 環境経営計画の取組み結果の評価

５．環境経営計画の取組みと評価
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大幅に未達成となった。電気、ガソリンについては各人の努力によ
り削減できたが、軽油・灯油（メタンヒータの設置）の増加が影響
している。

　未達成という結果であったが、新事業を進める上で必要な事項が
影響している面があるので削減活動は適切に進んでいると考えてい
る。但し要因分析は「目標未達成項目分析表」等を活用して進め
る。

　継続的な活動、特に昨年は廃プラの排出の削減効果もあり大幅達
成となった。これらの状況から活動は適切であったと考える。

　水使用に関しては単純な削減は難しいが、上記の製造工程におけ
る冷却水の増加については何らかの改善を検討していく。

  水資源投入量については前年に引き続き未達成だった。FRセン
ターの業務が影響している。昨年の7月～10月あたりに製造工程に
おける冷却に使用する水道使用量が増加した。これは酷暑が影響し
ていると思われる。

継続して活動を進めていく。



　エコアクション21を開始して11年目の状況である。

活動の定着化に伴い、社員の環境意識は高い状態を維持していると思われる。

2022年度の実績を基準として新たな目標を設定し活動を進めた1年目であった。

結果、二酸化炭素排出量、水使用量が未達成であった。

未達成事項については引き続き原因分析及び対策を進める必要があるが、

環境活動計画における達成状況の全社的な共有についても積極的に進めていく。

1．当社に適用となる主な環境関連法規

遵法

順守事項

許可証は保管されているか。
契約書は適正に取り交わしてい
るか。
マニフェストは適切に交付され
保管されているか。

法規制等の名称

消防法

消防設備の点検は行われている
か。
取扱危険物の品目・数量の変
更、指定数量以上の保管はない
か。

火災予防条例

下水道法

指定可燃物は適切に管理されて
いるか。
保管量は届け出が必要な量を超
えていないか。

適用される新しい法規はない
か。

浄化槽法

適正に管理されているか。
表示・在庫管理・施錠は適正
か。
SDSは入手・周知されているか。

７．環境関連法規制の遵守

遵法

遵法

定期点検及び水質検査は
実施されているか。

遵法
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毒物及び劇物取締法

自動車から排出される窒素
酸化物の特定地域における
総量の削減等に関する特別
措置法

車検をパスしているか。

新事業を進めるうえでやむを得ない面もあり（弥富工場におけるメタンヒーター実験に伴う灯油の
増加等）、全体的な活動状況は良好であったと考えている。

６．代表者による全体評価と見直しの結果

遵守状況

遵法

遵法

遵法

廃棄物処理法



2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
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遵法

遵法

遵法

フロン排出抑制法

設置届出書は保管されている
か。

悪臭防止法
（大気汚染防止法）

水質汚濁防止法

公害防止協定

なお、過去3年間とも環境に関する苦情、関係当局からの指摘、訴訟等は

設置届出書は保管されている
か。

別途作成した環境関連法規等一覧表に従い環境関連法規等について評価した結果、

遵法

臭気指数測定結果は保管されて
いるか。

簡易点検は実施されているか。

協定書のコピーは保存され、順
守されているか。

違反事項はありませんでした。

県民の生活環境の保全等に
関する条例

ありませんでした。

遵法



付表1：有機汚泥脱水処理プラントの概要フロー図（図１）



付表2：発酵処理フロー図（図2）

【食品残さ】

野菜くず

麺くず
ごはん 等

【木質系原料】

おが屑

剪定枝・伐根材破砕物

建築廃材破砕物 等

＊水分調整の為使用混
合

堆積・発酵
発酵時のポイント

１）発酵温度
発酵時の温度が６０度以下ですと、雑草種子や病害虫が生き
残る可能性が高くなります。

２）切り返し

発酵温度が下がってきたら定期的に堆積山の内側と外側の入

れ替えをして、全体が均一に発酵するようにします。
３）堆積期間

３～８ケ月。

切り返し風景 発酵温度



付表3：飼料化フロー図（図3）



付表4：乾燥処理フロー図（図4）



付表5：SDGs宣言



付表6：愛知環境省　名古屋市長賞


